
■ 主な授業科目

■ 2022年 2年次後期の時間割 （例）

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

初等英語科
教育法A

初等体育科
教育法A

道徳教育の
理論と方法

応用物理学演習

＊上記時間割で示した授業科目以外に２年前期の必須科目として遠隔方式（オンデマンド型）で実施される
　「発達障害のある児童生徒理解基礎」や「外国人児童生徒支援教育」があります。

1時限 学校体験活動Ⅰ 中等理科
教育法CⅣ

物理化学A2時限 学校体験活動Ⅰ 物理学演習

3時限

4時限

６一ゼミナール
ⅡB

化学Ⅱ

地学演習

スポーツⅡ

キャリア
デザインⅡ

キャリア
デザインⅡ

地学Ⅱ

5時限

取得できる免許

自然の素晴らしさや科学の本質を理解し、分かりやすく伝える教員を育成。
現代では科学的な見方・考え方が必要とされ、理科について深い知識を持つ教員への期待も高まっています。

小学校全教科の指導力を備えた理科に強い小学校教員、および理科の専門知識と教材研究・開発力を持つ中学校教員の育成を目指し

ます。自然科学と科学技術の観点から理科の本質を学びます。

［ 取得を優先して薦める免許状 ］

中学校教諭一種免許状（理科）
［ 所定の科目履修で取得可能とする免許状 ］

　高等学校教諭一種免許状（理科）
◎幼稚園教諭二種免許状
◎特別支援学校教諭二種免許状

［ 卒業要件に含める免許状 ］

小学校教諭一種免許状
中学校教諭二種免許状（理科）

自然や科学の魅力を語り、

知的探究心を刺激して

「理科が好き」という思いを育みたい。

学校教員養成課程 義務教育専攻 理科専修4年
三重県立津西高等学校出身
 

先輩Voice

物理学、化学、生物学、地学、理科教育学の５領域をすべて

学び、これまで触れたことのなかった領域についても専門

的に学修できます。３年次以降は自身の興味を深められ、

私は地質学や古地磁気学を研究するゼミに所属。ハンマー

を握って化石を採集するなど、楽しみながら自然科学への

理解を深められることは、子どもに「理科」の魅力を伝えて

いく上での貴重な経験に。共に理科教員を目指す仲間と

切磋琢磨しながら、教育への思い・価値観をアップデート

できることも、大きな財産となっています。

この時間を使って
「学校体験活動Ⅰ」
の事後指導や
ガイダンスを行う
ことがあります。

■ 主な授業科目

■ 2021年 1年次前期の時間割 （例）

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

教育原論

英語Ⅰ

1時限

2時限

微分積分Ⅰ

発達と学習の
心理学

線形数学演習Ⅰ

初等理科
教育内容A

3時限

微分積分演習Ⅰ4時限

初年次演習

キャリア
デザインⅠ

キャリア
デザインⅠ

初等家庭科
教育内容A

5時限

情報教育入門

線形数学Ⅰ

取得できる免許

子どもと共に、数学を味わい、楽しみ、作っていくことのできる教員を目指す。
専門教育科目を通して数学の魅力を十分に理解し、広い知識と深い洞察力を養うことで、

算数・数学のおもしろさを伝えることができる小学校教員・中学校教員を目指します。

［ 取得を優先して薦める免許状 ］

中学校教諭一種免許状（数学）
［ 所定の科目履修で取得可能とする免許状 ］

　高等学校教諭一種免許状（数学）
◎幼稚園教諭二種免許状
◎特別支援学校教諭二種免許状

［ 卒業要件に含める免許状 ］

小学校教諭一種免許状
中学校教諭二種免許状（数学）

伝えたいのは、数学の奥深さ。

子どもたちに「算数・数学が好きだ」

と思ってもらえるように。

学校教員養成課程 義務教育専攻 算数・数学専修4年
愛知県立豊橋東高等学校出身 

先輩Voice

算数・数学の教授法を理論的に学べると同時に、学問その

ものの奥深さに触れることができます。ゼミで指導いただいて

いる先生は、教科書の監修などにも携わっているスペシャ

リスト。専門の統計学以外の領域も、的確なアドバイスをして

くださり、研究意欲をかきたてられました。また、数学教員を

志す仲間たちとは、日々切磋琢磨し、社会へ出た後も相談

し合えるような関係性を築くことができました。将来は、算数・

数学を学ぶことの楽しさや面白さを、子どもたちに伝えられる

教師になることが目標です。

この時間を使って
「学校体験活動入門」
の事前指導や
ガイダンスを行う
ことがあります。

◎の免許状は、いずれか1つを選択し取得を目指すことが可能です。 ◎の免許状は、いずれか1つを選択し取得を目指すことが可能です。

講義名「初等整数論」
整数と聞いてどのような印象を持ちますか？整数は1、2、3、…、そして0、－1、

－2、－3、…と馴染みある数ですが、その性質にはとても奥深いものがありま

す。この講義では、除法の定理（整数同士の割り算において商と余りが一意

的に定まる）を示すことから始めます。そして、ユークリッドの互除法を経て

素因数分解の一意性の証明を行います。講義の後半では、フェルマーの小定

理やウィルソンの定理などの素数にまつわる有名な定理の証明を目標とし、

またフェルマーの小定理を応用として作られるRSA暗号の解説を行います。

算数・数学専修で学ぶ主な学修領域には、代数

学、幾何学、解析学、確率論・統計学、コンピュー

タ、数学教育学などがあります。１年次から３年

前期までに、講義や演習を通してこれらの基礎

を学んでいきます。３年後期からは研究室に所

属し、少人数のゼミで専門を深く学びます。そし

て、４年次では４年間の学びの集大成として卒

業論文をまとめます。

4年間の学び 特色ある授業・ゼミ紹介

募集人員

76名算数・数学専修義務教育専攻
募集人員

84名理科専修義務教育専攻

義務教育専攻理科専修の学びは、自然科学の専門領域である物理学、化学、生物

学、地学と、教科教育学としての理科教育学の５学修領域で構成されています。

１年次から２年次までは、これら５学修領域の基礎的な学問内容について体系的

に学びます。特に２年次では、物理学実験、化学実験、生物学実験、地学実験の授業

を履修する中で、自然科学の探究に必要な方法論を修得します。こうした１、２年次

の学びが小中学校理科教員として欠かせない教材研究・開発力を育てることに

なります。２年次後半までに五つの学修領域から自らが探究したい領域を決めて、

３年次から研究室に属することになります。３年次以降は各学修領域の履修モデ

ルに従って、より専門性の高い科目を学んでいきます。そして、４年次では４年間の

学びの集大成として研究室の教員の指導を受けながら卒業研究を行い、その成果

を卒業論文としてまとめます。

4年間の学び

初等図画工作科
教育内容A

初等算数科
教育内容B

■ 初等算数科教育内容
■ 初等算数科教育法

■ 線形数学
■ 線形数学演習

■ 微分積分
■ 微分積分演習

■ 集合と論理
■ 初等整数論

■ 代数学概論
■ 代数学

■ 幾何学概論
■ 幾何学

■ 解析学概論
■ 解析学

■ 確率統計
■ プログラミング

■ 中等数学科教育法
■ 初等理科教育内容
■ 初等理科教育法
■ 物理学

■ 物理学実験
■ 化学
■ 化学実験

■ 生物学
■ 生物学実験
■ 地学

■ 地学実験
■ 物理数学
■ 基礎物理学演習

■ 応用物理学演習
■ 基礎物理化学演習
■ 有機化学演習

■ 物理化学A
■ 生物学基礎演習
■ 地球環境科学

■ 野外生物実習
■ 環境生物学実験
■ 里山体験実習

■ 臨海実習
■ 中等理科教育法

化学実験
地学実験

化学実験
地学実験
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